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広瀬川の豊かな自然環境を守りつなぐ、市民活動
第40回 広瀬川1万人プロジェクト 河川・海岸一斉清掃 開催
　爽やかな秋の空が広がった10月3日、「第40回 広瀬川1万人プロジェクト 河川・海
岸一斉清掃」が行われました。同プロジェクトは、「杜の都・仙台」のシンボルである広
瀬川の自然環境を守り、多くの市民が親しめる河川とすることを目的に流域の一斉清
掃を行うもので、毎年春と秋に開催されています。100万都市仙台の1％に当たる1万
人をキーワードに、市民・企業・行政が連携し、2002年から活動を続けています。
　今回は、クマの出没が目撃されている地域などを除いた16会場で実施。トンボがの
んびりと飛び回る秋風の中、参加者はごみ袋とトングを手に、各会場の河川敷を1時
間程歩きながら、ごみを回収しました。草むらにごみが見当たらないと、水際にまで近
づいてごみを探す熱心な参加者もいました。後日、全会場の成果が集計され、約900

人の参加者により、合計147袋分のごみが回収されました。その多くは、缶やペットボト
ル、たばこの吸い殻、食品の包装材、紙ごみなどの生活ごみが中心でした。
　同プロジェクトの実行委員会事務局長で、宮沢橋会場の清掃活動を見守った菅
原正徳さんは「近隣の住民の方々が定期的に清掃活動を行っている会場では、ごみ
が少ない印象です。そうした市民の皆さんと共に今後も活動を継続し、広瀬川流域
の豊かな自然環境を守っていきたい」と話します。
　あしたのみどりキャンペーンでは、これからも植樹・花壇づくりなどの支援活動を継
続するとともに、仙台のみどり豊かな景観や環境を未来につなぐための取り組みを応
援していきます。

仙台の奥座敷／秋保温泉
あきう

主催／河北新報社　協力／仙台市

本キャンペーンは、ご覧の各社・団体の協賛により実施しています。

特別協賛

そろいのユニフォームで元気に清掃活動 開始から1時間程度で、大きなごみ袋3つ分のごみを回収

草むらだけでなく、水際まで丁寧にごみを探しました

秋晴れの下、新旧の宮沢橋が並ぶ広瀬川河畔に集結
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